
スカウト用語　　「武器」
　ボーイ隊長が、食事の際に良く「武器を持て！」と言っているの
を聞いたことがあると思いますが、「武器」とは、ボーイスカウト用
語で、箸・スプーン・ナイフなどのことを言うのである。たぶん、食
べ物を刺したり、切ったりすることから、その名が付いたと思われ
る。また、ロシア語のビューキ(フォーク)からきたという説もある。
では、マグマップは、盾と呼んだらどうだろうか？ボーイ隊長曰
く、 集会や、県キャンポリー・ジャンボリーなど、他団が多く集ま
る際は、「武器と盾」は常に身に着けていた方が良いそうだ。他
団と戦うために用いるのでなく、テントサイトにお邪魔し、ちゃっか
りと、飲み物や、料理をご相伴に与かるためであるそうだ。右の
セパレート（分割）タイプの、ナイフはオススメである。ダイソーで
３００円位（ケースなし）だったと思う。マグカップのオススメは、
「シェラカップ」このカップが一つあると、飲み物から取り分け皿、
はてはもらい物まで便利である。これは火にかけられるので、
コーヒーやラーメンとかが作れる。でも、金額は2 ,000円前後位
で、ちと高い。

材料（１０個分）
さつまいも６００ｇ，餅４００ｇ，きな粉５０ｇ，砂糖５０ｇ，塩少々
作り方
１．さつまいもは皮をむき，乱切りにして，あく抜きした後，約１５
分蒸す。
２．１に餅をのせて，柔らかくなるまでさらに蒸す。
３．２をすり鉢に移し，熱いうちにすりこぎで突く。
４．きな粉に砂糖，塩を入れ混ぜ合わす。
５．適当な大きさに丸めて，４をまぶす。
ひとくちメモ
　小豆のあんをつけても良いです。
　きな粉やあんを付けていないものは、冷めたら網焼きにして，
しょうゆをつけてもおいしいです。
　餅の量は，さつまいもの１／２量から同量までがよいです。
　残り餅を使わずに，餅米とさつまいもを一緒に炊いて練り上
げる方法もあります。
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。

　新兵器の導入
今年の、「里美かかし祭り」の賞金を原資と
してオーダーしたダッチオーブンセット。「安
物買いの銭失い」との噂あり。

キャプテンスタッグ(CAPTAIN STAG)
ダッチオーブンビギナーセット


